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　2021年、北海道博物館の前身の北海
道開拓記念館がオープンして50年とな
りました。それから北海道博物館とし
て生まれ変わった50年間の「森のちゃ
れんが」（当館の愛称）をおさめた写
真を募集するフォトコンテストを開催
しました。
　2021年11月10日～2022年2月8日の期
間に112点の応募をいただきました。
その中から、「建物」部門最優秀賞1点、
「思い出」部門最優秀賞1点、「建物」
部門賞計3点、「思い出」部門賞計3点、
ゲスト審査員特別賞計3点を入賞作品
に選びました（7ページに掲載）。「建物」
部門とは、当館の建物の魅力や面白さ、

かっこよさを伝える部門、「思い出」部
門とは、「森のちゃれんが」との思い
出やストーリーを伝える部門です。
　2022年3月26日には授賞式をおこな
い、11名の受賞者に賞状と記念品を贈
呈しました。また同日から5月8日まで
館内で開催した受賞作品展では、多く
の来館者に作品を見ていただきまし
た。　　　　　　（学芸員　渋谷美月）

森のちゃれんが50周年フォトコンテストを開催しました
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　博物館では、約18万点
もの様々な実物資料（モ
ノ）を管理しています。
これらの資料に欠かせな
いのが資料情報です。ど
んな情報があるかという
と、何という名前の資料
か、収蔵番号は何番か、
どこにしまっているの
か、といったモノを管理
するのに必要な基本情報
がまず挙げられます。そ
れから、いつ誰が使って
いたものなのか、どうし
て当館で受け入れること
になったのか、どこで集
められたものなのか、な
どのモノの価値を高める背景情報も重
要な要素です。
　当館では、資料情報を専用のデー
タベースで管理し、約1万点の情報を
当館webサイトで公開しています＊1。
2021年度からは公開件数を増やす取り
組みとともに、他機関が運用するデー
タベースとの連携も積極的に進めてい
ます。その1つがサイエンスミュージア
ムネット＊2（S-Net）です。これは、全国
の自然史標本のデータをまとめて検索
できるwebサイトで、国立科学博物館
が運営しています。
　S-Netは、標本の調査をしたいとき
の事前の情報収集はもとより、○○と
いう生物は北海道で採集記録があるか
な？といった疑問が浮かんだときに、
答えを探すための強力なツールとなり
ます。画像こそ掲載されていませんが、
標本という実物証拠のあるデータは説
得力があります。
　また、これらのデータは国際的な自
然史ネットワークのGBIF＊3のwebサ
イトにも掲載されるようになっていま
す。こちらでは、生物の世界規模の分
布図を見ることができます。大陸との
共通種が多い北海道の生物について調

べると意外な発見があるかもしれませ
ん。
　今夏、当館が第一弾として提供した
無脊椎動物コレクション76点の標本
データが公開される予定です。当館で

収集・保管している自然史標本のデー
タが国内外のデータベースからもご活
用いただけるようになります。この機
会にぜひ、全国の博物館の集めている
データを覗いてみてください。

北海道博物館収蔵資料検索システム＊1

http://jmapps.ne.jp/hmcollection1/

GBIF＊3

The Global Biodiversity Information 
Facility
https://www.gbif.org/ja/（日本語）

サイエンスミュージアムネット＊2

https://science-net.kahaku.go.jp/

図1　当館のデータベース（収蔵資料検索システム）の画面（抜粋）
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資料情報の公開を進めています！ 鈴  木  あすみ
研究部博物館研究グループ　学芸員



　総合展示室2階の第5テーマ「生き物
たちの北海道」に入ると、北海道で見
られる動物の剥製がいたるところに展
示されています。木の上にも鳥やヘビ
が隠れていたりするので、あちこち探
してみるのも楽しいですが、今回は少
し足元に目を向けて、動物の「落とし
物」についてご紹介します。
　実際に野外で調査をする場合には、
目当ての動物を探すのはなかなか大変
です。特に夜行性の種が多い哺乳類
は、よほど運がよくないと出会うこと
ができません。そこで大切なヒントに
なるのが、フィールドサインとも呼ば
れる足跡や糞などの痕跡です。足跡か
らはそれを残した動物の種類や行動が
わかりますし、糞からはその動物が何
を食べていたのかを調べることもでき
ます。
　第5テーマでは、ヒグマ・エゾシカ・
ユキウサギ・クマゲラの糞を展示して
います。ちなみにこれらはすべて森で
拾ってきた実物を展示用に処理したも
のです。ヒグマの糞は何個も展示して
ありますが、よく見てみると、クルミ
やドングリの殻の破片、草の繊維など
入っているものが違うのがわかりま
す。また、エゾシカの糞は豆菓子のよ

うにコロコロしているものが多いです
が、夏頃には大きめの塊になることも
あります。このように、同じ動物の糞
でも食べたものや季節によって色や形
がだいぶ違うことがあります。
　また、タカやフクロウの仲間は餌を
丸のみにした後に骨や毛といった消化
しづらいものをまとめて吐き出しま
す。これはペリットと呼ばれていて、
糞と同じように食べたものを調べるこ
とができます。展示しているのはフク
ロウのペリットで、ネズミの頭骨がい
くつも入っているのが見えます。
　動物の糞は野外では糞虫などの貴重

な食料となり、菌類に分解され、最終
的には植物の養分として循環していく
ため無駄にはなりません。
　もし、山などで動物の「落とし物」
をみつけたら、じっくり観察してみる
と面白い発見があるかもしれません。
ただし、寄生虫が入っていることが多
いキツネの糞のように病原体を含む可
能性があるので、むやみに触らないよ
う注意してください。

図3　エゾシカの糞に集まる昆虫の展示

図1　総合展示第5テーマの動物の糞いろいろ

図2　ネズミの頭骨が入ったフクロウのペリット

総合展示紹介・第５テーマ

動物たちの「落とし物」 表    渓  太
研究部自然研究グループ　学芸主査
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山辺安之助『あいぬ物語』から
　サハリン（樺太）のアニワ湾に面し
た弥満別に生まれた山辺安之助（やま
のべ　やすのすけ：1867～1923）は、
白瀬矗の南極探検（1910～12）に参加
したことや、金田一京助が編者となっ
た著書『あいぬ物語』（博文館、1913年）
などで、その名を知る方もいらっしゃ
るのではと思います。
　『あいぬ物語』は、山辺が語った自
叙伝を金田一がまとめたものです。そ
の後半では、日本統治下となった樺太
で、彼自身が特に力を入れて取り組ん
だこととして、子どもたちのための学
校を設けようとした経緯にページが割
かれています。
　少し長くなりますが、その一部を紹
介します。

こういう世になって、今日では、
樺太も日本の領土になって了った
から、日本の民政も布かれた。そ
こで、何とかして、土人達の小

〔ママ〕

供
たちに読み書きの出来る様にした
いものだ、学校を建設したいもの
だと思ったから、役人を見る度に
私は話しをした。
〔中略〕
けれども当時といふものは、役所
が始めて建ったばっかりであるん
だから、日本の小供の学校でさへ、

まだ出来ない位だから、役人たち
も、斯ういう。
「当今は、まだ、土人の小供等の
学校を建てゝやりたいのではある
が、民政署の方で今はまだ、そこ
まで手が届かないから、ま

〔ママ｡「待って」か〕
あ待っ

居れ。」
と云われる。
　私の考では、本当に役人衆の云
はれるのも其は、尤もだとは思ふ
ものの、教育ばっかりは、どうし
ても早く小供の時に覚える様に、
施してやりたい。〔中略〕故に色々
様々に苦心をして斯う、考えた。
　樺太には、材木は沢山にあるか
ら、材木は若い者等に斫らして、
校舎に私達が建てさえすれば学校
は出来上る。それから学校で使用
する雑費と教員の月給の金位は、
魚が沢山居るから網でも土人全部
で食料の魚を捕る時分に、一網で
も二網でも余分に引けば、学校で
使ふ雑費や教員の給料の金位は出
来ること易々たるものだろう、と
考えたから、何はともあれ、早く
学校を設立しようと思った。此事
は、他の色々六

む つ か し
ヶ敷い政務を見て

いる役人の忙しい中を無理にさせ
ようと思ったって、駄目だから、
唯教員は、私達一同の、土人輩の
中には無いから、教員だけを役人

衆から周旋して貰ひさへすれば結
構だと思った。
（『あいぬ物語』より。引用は2021年に青土
社から刊行された「新版」によりました。）

　こうして山辺は、1906（明治39）年、
先ず私設の学校を開設します。
　このとき山辺が目指した「学校」は、
アイヌ民族がアイヌ文化のもとに学ぶ
学校ではなく、日本の公教育のもとで
の学校でした。そしてこの当時、アイ
ヌ民族が自ら学校の設立を求めた取り
組みは、樺太だけでなく北海道のいく
つかの地域で見られたことなのであ
り、これらはおしなべて、日本の公教
育のもとでの学校を目指すものだった
のです。
　なぜ、アイヌ民族がこのような学校
の設立に取り組んだのか。学校をあえ
て自分たちで設立することを目指した
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　研究活動紹介

自ら学校をつくる
──近代日本を生きたアイヌ民族の歩みをたどる

1963年、京都府生まれ。北海道
大学・大学院で教育史を学び、
1994年より北海道職員（北海道
立アイヌ民族文化研究センター
研究職員）。2015年より北海道
博物館勤務。

小  川  正  人
アイヌ民族文化研究センター長



切実なものだったと思います。
　行政がなかなか動いてくれない、な
らば自分たちの手で学校を、という山
辺の行動は、そのような切実さの現れ
だと思うのです。

学校のゆくえを調べ、考えること
　アイヌ民族が自ら学校をつくろうと
した事例は、この山辺の例のほか、樺
太でも、また北海道でも、いくつもの
記録を確認することができます。
　下の写真は、新冠町の姉去（あねさ
る）にあった学校の碑です。この地に
生まれ自ら牧場を営んだ古川アシンノ
カル（1857～1925）が、やはりこれか
らの自分たちの子どもに必要な教育
を、ということで設立した私設の学校
が出発点でした。

　しかしこの姉去の学校は、のち公立
の簡易教育所をへて尋常小学校となっ
たものの、1916（大正5年）、移転するこ
ととなります。近くにあった宮内省の
新冠御料牧場が拡張され、姉去のアイ
ヌの人々はここから立ち退かねばなら
なくなり、代わりに用意された平取の
上貫気別（かみぬきべつ：現在の同町
旭）への移住を強いられたので、学校
もそれに伴い上貫気別に移転したので
す。ここに碑だけが残っている背景に
は、そのような歴史があるのでした。
　人々は、なぜ日本の学校を、日本の
教育を求めることになったのか。そう
して求めた学校は、教育は、人々が求
めたものになったのか──北海道やサ
ハリンの各地の歴史を、一つ一つ、調
べていきながら、それぞれの事例に即
して、考えていくことが、先ずは大事
だと考えています。

森のちゃれんがニュース 5

写真1　
山辺が学校を設け
た落帆（1935年）

写真2

背景にはどのような歴史があったの
か、そして、学校を設けることで、目
指した未来を掴むことはできたのか─
─こうした背景や経緯を知ることは、
明治以後のアイヌ民族が歩まなければ
ならなかった時代のすがたを、より深
く知るための大事な手がかりになるの
ではないか。
　これが、ここ数年の私の調査のテー
マになっています。

「学校をつくる」―その歴史的な位置
と意味
　樺太での学校の設立に至るまでの山
辺の足跡は、この主題を考える上での
大事な示唆を与えてくれます。
　サハリンは、アイヌやウイルタなど
の諸民族がそれぞれの暮らしを営んで
きた土地でした。しかし山辺が生まれ
た19世紀の後半には、南からは日本、
北からはロシアという二つの国家が進
出し、お互いの権益や領土をあらそう
時代になっていました。両国は1855（安
政元）年に日露和親条約を締結、この
島を両国の雑居地と定めました。山辺
の生まれた南部のアニワ湾沿いには日
本の商人が漁場経営に乗り出し、アイ
ヌの人々もそこで働かされるようにな
っていたのです。
　日本が明治時代を迎えた1875（明治
8）年、日露両国は千島樺太交換条約
を締結。この結果、サハリンはロシア
領とされることとなりました。そのと
き、日本の開拓使は、樺太のアイヌの
人々に対し、日本に渡航し日本で暮ら
すことを強く求め、約二千人のうち
841名が北海道の宗谷に移住させられ、

さらにその翌年、石狩の対雁（江別）
まで移住させられます。この841名の
中に、幼い山辺安之助がおりました。
　山辺らは開拓使が治める北海道での
暮らしを始めることになったのですが、
もともとが本意ではないかたちで故郷
を離れてきたことと、移住から数年後
にはコレラなどの伝染病で多くの犠牲
者が出たことなどがあいまって、人々
はやがて続々とサハリンに帰郷しま
す。山辺も、1893（明治26）年に、仲間
らとともにサハリンに帰りました。山
辺らは、ロシア領となっていたサハリ
ンで暮らすことになります。
　さらに1905（明治38）年、日露戦争
の結果、サハリン南部は日本領となり
樺太庁が統治することとなります。山
辺は、こんどは日本の統治下の樺太で
生きていくことになりました。
＊　　　＊　　　＊　　　＊

　山辺は、樺太アイヌの伝統文化が暮
らしの中に当たり前にあった時代に生
まれつつ、日本やロシアという国家の
支配が強まり、それらに自分たちの生
活が翻弄される、それも、社会のしく
みや社会の主流となる文化そのものが
ごっそりと変わっていく、そういう時
代を生きたことになります。
　このような厳しい時代を生き、過酷
な現実の中で暮らしてきたからこそ、
山辺は、自分たちの子どもの世代には、
これから自分たちが生きて行かねばな
らない社会の中で必要な教育をこそ、
と判断したのだと思います。それは、
自分たちにとって愛着のある自分たち
の文化を敢えて遠ざけるという、たい
へん厳しい判断であり、だからこそ、



アゲハ、巨大ナナフシと美しいゴキブ
リ、アフリカのヘクソドンやコロフォ
ンまで、滅多に見られない珍しい昆虫
が大集合。この機会を逃すと、おそら
く半世紀は北海道でこれらの昆虫標本
を見られなくなると思うので、お見逃
しなく。詳しくは北海道博物館HPを
見てね♪
（研究部自然研究グループ学芸員

堀　繁久）

「世界の昆虫  －昆虫を通して、生き物の多様性を知る－」
令和4（2022）年7月23日（土）～9月25日（日）

で普段見ることのできない昆虫に出会
えるチャンス！  自然界の不思議さや
多様性を昆虫標本から感じられます。
見どころは、ミヤマクワガタやダイコ
クコガネなど北海道で見られる昆虫の
巨大模型、左右の壁にぎっしりとオサ
ムシが並んだオサムシのトンネル、そ
して世界中のチョウとガが一面に並ぶ
チョウとガの壁、その他にも南米のモ
ルフォチョウ、ミイロタテハや奇妙な
形のツノゼミ、東南アジアのトリバネ
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学芸員イチオシのめんこいゴキブリ展示会ポスター ヘラクレスオオカブト

夏休み限定（7/23～8/21）
生きた昆虫展示
ヘラクレスオオカブトやギラファノコ
ギリクワガタから北海道固有種まで、
生きた昆虫を期間限定で特別展示

左上：「見て  聞いて  アイヌ文化の世界」
　　　　のコーナー

左下：新しい装置のひとつ

右下：センサーの上方に手をかざし、さわ
　　　らずに操作

　総合展示室では現在、新型コロナウ
イルス感染症対策を講じた上で運営を
行っています。その対策の一つとして、
この春、第2テーマ「アイヌ文化の世界」
の、視聴覚資料を楽しむコーナー「見
て  聞いて  アイヌ文化の世界」をさわ
らずに機械の操作ができるよう改修し
ました。
　たとえば写真のような、センサーの
上方で手を動かしてメニューを選択し
て決定するシステムなども導入。
　引き続き、より使いやすく安全な展
示をめざしていきますので、ぜひご来
館のうえ新しい装置で視聴をお楽しみ
ください！
アイヌ文化研究グループ
（研究主幹　甲地利恵・学芸員　亀丸
由紀子・研究職員　𠮷川佳見）

　アイヌ民族文化研究センターだより

「見て  聞いて  アイヌ文化の世界」操作方法が変わりました！

　この夏、世界中から集められた10万
匹を超える昆虫標本が北海道博物館に
やってくる！  見たことがないような
キラキラした昆虫、不思議な形をした
昆虫、小さな昆虫からでっかい昆虫ま

北海道博物館第８回特別展



上に「建築」ページを新たに公開しま
した。フォトコンテストの受賞作品や、
「たてものみどころガイド」も公開し
ていますので、ぜひQRコードからご
覧になってください。
　また、当館のTwitterでも建物にまつ
わるたくさんの情報を発信してきまし
た。ぜひ #森のちゃれんが50周年 で
検索してみてください。
　ご来館の際には、ぜひ「建物」にも
目を向けていただければ幸いです。

■「たてものみどころガイド」の制作
　建物の外観から、細かい装飾に至る
工夫をリーフレットにおさめました。
博物館のリーフレットとしては珍し
く、展示物の紹介はせずに、無料ス
ペースを中心に紹介しています。館内
で無料配布していますので、ぜひお手
に取って巡り歩いてみてください。
（※なくなり次第終了となります）
■森のちゃれんが50周年特別イベント
　2022年3月26日（土）に、これらの事
業をお披露目するイベントを行いまし
た。当館の建物の魅力を発信する1年
間の締めくくりとなる1日でした。イ
ベントの当日には、当館ウェブサイト
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「たてものみどころガイド」裏面

フォトコンテスト受賞作品一覧
（投稿時のコメントや選評等の詳細は、
上記ウェブページよりご覧ください）

　北海道博物館の建物は、1970年12月
に北海道開拓記念館として建設されま
した。この建物自体が長く残る魅力的
なものになるように、当時の北海道知
事は、北海道にゆかりのある建築家の
佐藤武夫に設計を依頼しました。建築
家によってさまざまな想いが込められ
たこの建物は、50年以上経った現在に
おいても色あせることなく、魅力的な
空間を見せてくれます。
　そこで、2021年度は「森のちゃれん
が50周年」として、来館された皆さま
に北海道博物館の展示だけでなく、建
物自体も楽しんでもらえるように、さ
まざまな事業を行いました。
■フォトコンテストの開催
　表紙で紹介されているフォトコンテ
スト（応募総数112点）も、この事業の
一環で実施したものです。受賞作品展
（2022年3月26日（土）～5月8日（日））で
は、計11点の素敵な写真を、多くの方々
に見ていただくことができました。
■ショートムービーの制作
　建物の空間の魅力は、映像でこそ惹
き出される部分が多くあります。完成
度の高いムービーとなりましたが、後
述のイベント以外ではまだ公開してい
ません。公開の際は、当館ウェブサイ
トや、Twitterなどでお知らせするので、
ぜひチェックしてください。

北海道博物館の「建物」の魅力発信
「森のちゃれんが50周年」記念事業 鈴  木  明  世

総務部企画グループ　研究職員

当館ウェブサイト
「建築」ページ
https://www.hm.pref.
hokkaido.lg.jp/about/
architecture/



3月2日（水）
■館内定例研究報告会を開催。発表者：水島未記。

3月5日（土）
■はじめての古文書講座⑥を開催。担当：三浦
泰之・東俊佑。

3月6日（日）
■子どもワークショップ「小さな野球盤づく
り」を開催。担当：舟山直治・尾曲香織。

3月7日（月）
■第10回アイヌ文化巡回展（幕別町百年記念
ホール）閉会。

3月12日（土）
■はじめての古文書講座⑦を開催。担当：三浦
泰之・東俊佑。

3月13日（日）
■ミュージアムカレッジ「史料に読む北海道と
群馬県のつながり」を開催。担当：山田伸一。

3月18日（木）
■令和3年度第2回北海道立総合博物館協議会
を開催。

3月19日（土）
■はじめての古文書講座⑧を開催。担当：三浦
泰之・東俊佑。

3月20日（日）
■アイヌ語講座「文法の基礎④」を開催。担
当：遠藤志保・吉川佳見。

3月24日（木）
■森のちゃれんがニュース2022春号（Vol.27）
を刊行。

3月26日（土）
■森のちゃれんが50年特別イベント「森の
ちゃれんが　建物の魅力」を開催。
■北海道博物館研究紀要第7号、北海道博物館
アイヌ民族文化研究センター研究紀要第7号を
刊行。

3月30日（水）
■館内定例研究報告会を開催。発表者：各研究
代表者。

4月9日（土）
■自然観察会「エゾアカガエルのラブコールを
聞こう」を開催。担当：水島未記・堀繁久・表
渓太・自然ふれあい交流館スタッフ。

4月15日（金）
■総合展示室クローズアップ展示①～⑦を展示
入替。
①『蝦夷風俗十二ヶ月屏風』を読む（右隻：1
～6月）〔写真1〕
②新選組永倉新八の養父　松前藩医杉村介庵
③田辺尚雄によるアイヌ音楽の調査記録
④【特別展関連】アイヌ口承文芸のなかの虫たち
〔写真2〕

活動ダイアリー

2022年3月～2022年5月の記録

⑤岩手県から北海道へ渡った神楽
⑥【特別展関連】虫と戦い、虫と親しむ〔写真
3〕
⑦【特別展関連】〈歩く宝石〉北海道のオサムシ

4月16日（土）
■ミュージアムカレッジ「学芸員が語る！第
19回企画テーマ展の見どころ」を開催。担当
：圓谷昂史・尾曲香織・久保見幸。

4月29日（金）
■屋上スカイビュー特別開放

5月3日（火）～5月5日（木）
■屋上スカイビュー特別開放

5月5日（木）
■特別イベント「石の中からホンモノの化石を
掘りだしてみよう！」を開催。担当：圓谷昂
史・久保見幸・北海道化石会会員。〔写真4〕
■北海道化石会への感謝状贈呈

5月7日（土）
■ちゃれんが古文書クラブ①を開催。担当：三
浦泰之・東俊佑。

5月13日（金）
■道北巡回展「探してみよう！  地域のお宝」
（名寄市北国博物館）開会（～6月7日（火））。

5月15日（日）
■ちゃれんがワークショップ「アンモナイト折
り紙で学ぶ　生物の「かたち」の不思議」を開
催。担当：水島未記・久保見幸。〔写真5〕

5月18日（水）
■館内定例研究報告会を開催。発表者：各研究
代表者。

5月22日（日）
■第19回企画テーマ展・北海道化石会発足50
周年記念展「アンモナイトと生きる」閉会。

5月25日（水）
■館内定例研究報告会を開催。発表者：成田敦
史、高橋佳久。

5月28日（土）
■ちゃれんが古文書クラブ②を開催。担当：三
浦泰之・東俊佑。

5月29日（日）
■ミュージアムカレッジ「じっくり聴こう！ア
イヌの音楽」を開催。担当：甲地利恵。

※■は展示活動、■は教育普及活動、■はその他の博物館活動です。
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○2022年3月
総合展示室　    3,278人　特別展示室　    4,204人　はっけん広場　　　　  0人
○2021年度合計
総合展示室  　36,121人　特別展示室　  26,260人　はっけん広場　　　　  0人
○2022年4月～5月
総合展示室　  10,890人　特別展示室　　 9,793人　はっけん広場　　　　  0人
○累計（2015年4月～2022年5月）
総合展示室　606,508人　特別展示室　441,110人　はっけん広場　120,784人

来館者数

人事異動
退職（3月31日付）

転出（3月31日付）
新任（4月1日付）

転入（4月1日付）
内部異動（4月1日付）

再任用（4月1日付）

〈副館長〉小野寺誠司、〈総務部長兼総括グループ主幹〉川田宣人、〈学芸部長〉堀　繁久、
〈総務部総括グループ〉三國正雄、西尾千秋、〈総務部企画グループ兼研究部歴史研究グループ学芸主査〉山田伸一
〈総務部総括グループ主幹〉由水正明
学芸部道民サービスグループ兼研究部自然研究グループ学芸員：成田敦史、
学芸部博物館基盤グループ兼研究部博物館研究グループ学芸員：高橋佳久
副館長：曽根宏之、総務部長兼総括グループ主幹：島村哲也、総務部総括グループ主幹：小野寺努、総務部総括グループ主査：藤田竜太
学芸部長兼研究部生活文化研究グループ主幹：池田貴夫、総務部企画グループ兼アイヌ民族文化研究センター研究主幹：甲地利恵、総務部企画グルー
プ兼研究部生活文化研究グループ主査：山際秀紀、尾曲香織、学芸部道民サービスグループ兼研究部自然研究グループ学芸主査：表　渓太
総務部総括グループ：川田宣人、西尾千秋、学芸部博物館基盤グループ兼研究部自然研究グループ学芸員：堀　繁久

〈　　〉は前職
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